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成田空港の更なる機能強化とは

空港の発着容量を拡大

より利便性の高い空港に

滑走路の延長滑走路の新設

増加傾向にある首都圏の航空需要
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環境影響評価（環境アセスメント）とは

イラスト：環境省「環境影響評価情報支援ネットワーク」より

調査 予測

評価
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環境影響評価手続の流れ

計画段階環境配慮書

現地調査・予測・評価の実施
環境保全措置の検討

環境影響評価書

2016年6月公表

2017年1月公表環境影響評価方法書

環境影響評価準備書 2018年4月公表
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本日の説明会について

• 環境影響評価法に基づき実施するものです。

• 事業の特性上、影響する範囲が広範囲にわた
ることから、本日は 河内町 における環境
影響について主に説明します。

• その他地域における結果は、「あらまし」や
「準備書」をご覧ください。
（縦覧場所やホームページでご確認いただけます）
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対象事業の概要
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事業者の名称等

事業者の名称
成田国際空港株式会社

代表者の氏名
代表取締役社長 夏目 誠

主たる事務所の所在地
千葉県成田国際空港内（成田市古込宇古込1-1）
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対象事業の概要

Ｂ滑走路の延長
2,500m → 3,500m

Ｃ滑走路の新設
3,500m

Ａ滑走路 4,000m

空港敷地範囲

1,000ha程度拡大
（約1,400ha→約2,400ha）
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北風時の運用イメージ

年間発着容量（最大使用回数）

滑走路
現在（2016年度） 滑走路の新設・延長後

発着回数
南風運用時
北風運用時

発着容量 南風運用時 北風運用時

A滑走路 約14.8万回 出発／到着 約17万回 出発/到着 出発/到着

B滑走路 約9.8万回 出発／到着 約17万回 到着のみ 出発のみ

C滑走路 － － 約17万回 出発のみ 到着のみ

計 約24.6万回 50万回

南風時の運用イメージ
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飛行コース 北風運用時

現状

B滑走路

A滑走路

成田空港

到着

出発

滑走路の新設・延長後

C滑走路

B滑走路

A滑走路

成田空港

到着

出発
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飛行コース 南風運用時

現状

B滑走路

A滑走路

成田空港

到着

出発

滑走路の新設・延長後

C滑走路

B滑走路

A滑走路

成田空港

到着

出発
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飛行高度 A滑走路

現状

滑走路の新設・延長後

※A滑走路の飛行高度は変更なし

※1：地点の施設名称等については、必ずしも飛行コース直下を表しているものではなく、近辺にある代表的な建物等を示す。
※2：飛行高度は、降下角度3度で飛行した場合を想定した高度である。また、滑走路接地点を基準（0m）としており、各地点における標高を考慮していない。
※3：図は、標準飛行コースの場合の飛行高度を示す。

着陸時（進入角度3度）
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飛行高度 B滑走路、C滑走路 着陸時（進入角度3度）

滑走路の新設・延長後

※1：地点の施設名称等については、必ずしも飛行コース直下を表しているものではなく、近辺にある代表的な建物等を示す。
※2：飛行高度は、降下角度3度で飛行した場合を想定した高度である。また、滑走路接地点を基準（0m）としており、各地点における標高を考慮していない。
※3：図は、標準飛行コースの場合の飛行高度を示す。

現状
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これまでの検討経緯
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これまでの経緯

首都圏空港

機能強化技術

検討小委員会
中間とりまとめ公表

四者協議会

稲敷地方航空騒音公
害対策協議会

機能強化の具体化に向けた検討を進めること等を確認

機能強化案の提示、住民説明会を開始することを了承

一部見直し案（運用時間のスライド運用を含む）の提示、引き続き地域住
民の理解と協力が得られるよう最大限の努力をすることを確認

機能強化策を実施することについて合意

2014年（平成26年）7月

2015年（平成27年）9月17日

2018年（平成30年）3月13日

2016年（平成28年）9月27日

住民説明会、対話型説明会によるご説明

2017年（平成29年）6月12日

住民説明会によるご説明

2017年（平成29年）7月28日

2016年（平成28年）11月28日



成田空港の更なる機能強化に関する確認書
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A

C離陸 着陸

7:30 – 0:30

離陸 着陸
7:30 – 0:305:00 – 22:00

(運用制限：7H)(運用制限：7H)

（運用制限：7H）（運用制限：7H）

※ 0:30～1:00は弾力的運用
なお、騒音影響平準化のため、定期的に｢早番｣｢遅番｣を入れ替える。

A

B

離着陸 離着陸

離着陸離着陸

C滑走路供用までの当面の運用

6:00 – 0:00
（運用制限：6H）

6:00 – 23:00
（運用制限：7H）

〔Ｂ滑走路は
現状どおり〕

〔Ａ滑走路は1時間延長・便数制限廃止〕

C滑走路供用後：「スライド運用」

〔全ての滑走路の便数制限廃止〕

5:00 – 22:00

北風時の例

B

※0:00～0:30は弾力的運用

夜間飛行制限の変更

Ｃ滑走路
供用までの
当面の運用

• Ａ滑走路は運用時間を1 時間延長
(6 時から0 時まで)※0時から0時30分までは弾力的運用

• B滑走路は現状どおり

Ｃ滑走路
供用後

• 滑走路別に異なる運用時間を採用する「スライド運
用」を導入し、飛行経路下の静穏時間を7 時間確保

• 空港全体の運用時間は5 時から0 時30 分まで
※0時30分から1時までは弾力的運用

6:00 – 23:00
（運用制限：7H）

6:00 – 0:00
（運用制限：6H）

早朝運用の

“早番”
夜間運用の

“遅番”

（南風時には離陸と着陸が逆になる）



成田空港の更なる機能強化に関する確認書
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環境対策等
• 国、千葉県が示した案とする

(年間50万回騒音コンターに基づく）

• 内窓設置(騒特法防止地区、谷間地域)
• 必要な環境対策の実施

騒音区域等の設定

騒音対策等

周辺対策交付金

• 年間発着回数50万回に対応した総額の引き上げ
• 「地域振興枠」を設定し、使途を柔軟化
• A滑走路飛行経路の騒音下の市町に対し、 C滑走路供用開始
までの間、「A滑走路特別加算金」を交付

航空機落下物対策

航空機落下物被害
救済支援制度

• 見舞金・立替金の支払い
• 被害者と航空会社との交渉に関する

円滑なサポート



環境対策・地域共生策の基本的な考え方
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50万回コンターに基づく

対策範囲の拡大に
ついて

• 50万回時の騒音コンターを作成
• 線引きに係る集落分断の解消
• A滑走路側対策区域･･･維持
• B滑走路南側対策区域･･･維持
• 横風用滑走路対策区域･･･経過措置設定

防音工事の
施工内容の改善

• 市販防音サッシ+ペアガラスへの助成
• 世帯の人数による防音工事限度額等の柔軟化
• 浴室、洗面所、トイレの外郭防音化

深夜早朝対策
• 低騒音機のみ運航（5時台、午後11時台以降）

• 寝室内窓設置（騒特法防止地区、谷間地域）

• 寝室の壁・天井の補完工事

交付金の充実

落下物多発地域の移転対策等

空港を活用した地域振興、まちづくりへの取組み
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調査、予測及び評価の結果



環境への影響要因
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• 造成等の施工による
一時的な影響

• 建設機械の稼働

• 資材等運搬車両の運行

• 飛行場の存在

• 航空機の運航

• 飛行場の施設の供用

• 飛行場を利用する車両
のアクセス道路走行

工事の実施
土地又は工作物の
存在及び供用



予測の前提 工事の区域区分、関連する工事、工事用車両ルート等
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用地造成に
必要な土砂

約3,000万m3

施工区域内の
掘削土

約3,000万m3



予測の前提 1日あたり発着回数、航空機の機材構成
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機
材
ク
ラ
ス
別

機材
クラス

現況（2016年度） 将来（発着回数50万回時）
発着回数
(回/日)

機材構成
発着回数
(回/日)

機材構成

超大型機
44

(6.6%)

A380
B747-8

B747-400

47
(3.4%)

A380
B747-8

大型機
171

(25.4%)

B777-300
A350
A330

B777-200
A340
MD11

366
(26.7%)

B777-300
A350
A330

中型機
189

(28.1%)

B787
B767
A300

258
(18.8%)

B787

小型機
269

(39.9%)
A320
B737

A321
その他

700
(51.1%)

A320
B737

A321
ERJ
MRJ

合計
673

(100%)
－

1,371
(100%)

－

滑走路
現況（2016年度） 将来（発着回数50万回時）

N1帯 N2帯 N3帯 N4帯
計

N1帯 N2帯 N3帯 N4帯
計

0～7時 7～19時 19～22時 22～0時 0～7時 7～19時 19～22時 22～0時

Ａ滑走路 9 311 73 11 405 20 332 75 30 457

Ｂ滑走路 10 205 45 8 268 20 332 75 30 457

Ｃ滑走路 ― ― ― ― ― 20 332 75 30 457

合計 19 517 118 19 673 60 996 225 90 1,371

滑
走
路
・
時
間
帯
別
※数値は、年間発着回数(現況は24.6万回/年、将来は50万回/年)を365で除して日当たりの回数を算出したものである。
※発着回数は、小数点以下は四捨五入して示しており、表に掲載した値の計算結果は、合計欄に示す値と一致しない箇所がある。



予測の前提 施設配置図
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新滑走路供用開始時

第2旅客ターミナル南側A滑走路北側

C滑走路北側

※施設配置は、予測を行う上で想定した現時点での案です。
具体的な施設計画は今後策定していくこととしています。

Ｂ滑走路の延長
2,500m → 3,500m

Ｃ滑走路の新設
3,500m

Ａ滑走路 4,000m



予測の前提 施設配置図
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発着回数50万回時

※施設配置は、予測を行う上で想定した現時点での案です。
具体的な施設計画は今後策定していくこととしています。

Ｂ滑走路
3,500m

Ｃ滑走路
3,500m

Ａ滑走路 4,000m
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大気質：供用時（50万回時）

航空機の運航・飛行場の施設の供用

環境保全措置

• 低排出型（低燃費
型）機材の運航促進

• 航空機地上走行時
間の短縮 など

※ 表は、増加濃度が最大となる地点の値を示す
※ 基準等・・・二酸化窒素：千葉県環境目標値、浮遊粒子状物質：環境基準

現況濃度

予測結果

増加濃度 年平均値
日平均値の年間98%値

又は年間2%除外値
（①） （②） （①＋②） （年平均値から換算）

二酸化窒素 0.010 0.0086 0.019 0.037

(ppm) 基準等※ － － － 0.04

浮遊粒子状物質 0.017 0.0023 0.019 0.050

(mg/m3) 基準等※ － － － 0.1

二酸化窒素予測結果
（増加濃度・ppm)

浮遊粒子状物質予測結果
（増加濃度・mg/m3)
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騒音：供用時（50万回時） 航空機の運航

環境保全措置

（発生源対策）
• 低騒音型航空機の導入促進
• スライド運用の導入
• 夜間早朝における運航機材の制限
（空港構造の改良）
• 防音壁等の設置

（空港周辺対策）
• 住宅の防音工事助成の実施
• 学校等の防音工事助成の実施
• 移転補償の実施
• 内窓等の追加防音工事の充実 など
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低周波音：供用時（50万回時）

生理的影響
に係る知見

心理的影響
に係る知見

物理的影響
に係る知見

1

1
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1/3オクターブバンド中心周波数(Hz)
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40

音
圧

レ
ベ

ル
(d

B
)

地点別
予測結果

（平均値※ ）
※ グラフに示す予測結果は、対

象とした機材の平均値を示す。

• 低騒音型航空機の導入促進
• 騒音軽減運航方式の継続
• 建物のがたつき防止対策の検討

環境保全措置

G
特

性

：L-1（田川）
：L-2（金江津）
：L-3（西和泉）
：L-4（大室）
：L-5（本三里塚）
：L-11（西大須賀）



①干拓地上空

最低550m

②周回範囲

最低500m

③渡り方向、
日常移動範囲

最低550m
④日常移動範囲

最低450m
オオヒシクイ（稲波干拓地）
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動物：供用時 航空機の運行

主な予測結果（航空機と鳥類との衝突の可能性及び生息環境の変化）

将来の航空機飛行高度
※①～④はオオヒシクイの行動域

注）飛行高度は1kmメッシュで集計・予測

両者の高度は
交差せず、
生息環境に
変化はない

オオヒシクイの飛翔高度・・・最高324m
※茨城県稲敷市の稲波干拓地における調査結果
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廃棄物等：工事中

副産物の種類
発生量
（t）

最終処分量
（t）

アスファルト・コンクリート塊 36,700 0 

コンクリート塊 304,500 0 

木くず・建設発生木材 142,400 3,273 

金属くず 18,600 167 

混合廃棄物 5,500 2,200 

計 507,700 5,640

• 建設副産物の現場分別の徹底
• 再生骨材としての再利用の推進
• 建設発生木材の再資源化の推進 など

環境保全措置
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廃棄物等：供用時（50万回時）

単位：t/年一般廃棄物等

産業廃棄物 単位：t/年

廃棄物等の種類 発生量 リサイクル量

一般廃棄物焼却量 46,549 -
資源ごみ排出量 9,939 9,500 
事業系廃棄物排出量 5,416 2,493 
コンポスト原料 29 29 

合計 61,933 12,022 

種類 発生量
自ら中間

処理する量
処理

委託量

汚泥 8,050 6,610 1,710 

がれき類 124,600 124,600 0 

• 空港関連施設における一般廃棄物の分別
• 刈草や伐採木等の有効活用の推進
• 舗装改修工事における建設廃材の発生抑制
• 再資源化 など

環境保全措置
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温室効果ガス等：工事中

単位：千tCO2eq

項目 温室効果ガス排出量

建設機械の稼働 333

資材等運搬車両の運行 19

合計 352

• 排出ガス対策型建設機械の使用の促進
• 建設機械の整備・点検の徹底の促進
• アイドリングストップの徹底など工事関係者に対する建設機械の稼働方法の指導

環境保全措置

• 資材等運搬車両の整備・点検の徹底の促進
• 工事関係者に対する資材等運搬車両の運行方法の指導 など

資材等運搬車両の運行

建設機械の稼働
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温室効果ガス等：供用時（50万回時）

単位：千tCO2eq/年

項目
温室効果ガス排出量

現況 将来

飛行機の運航 741 1,131

車両の走行 34 136

飛行場の施設の供用 247 416

合計 1,022 1,683

• 低排出型（低燃費型）機材の運航促進
• 補助動力装置（APU）使用抑制および

地上動力施設（GPU）の使用促進
• 次世代航空機燃料導入に向けた取り組み

の推進

環境保全措置

• 低公害車の導入促進
車両の走行航空機の運航

飛行場の施設の供用
• 再生可能エネルギーの導入促進
• LED 照明の導入
• 空港カーボン認証プログラムの活用

など
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事後調査、環境監視調査

調査項目

水文環境
•河川流量
•地下水位
•湧水量

動物
植物
生態系

•ホトケドジョウ
•猛禽類
•移植・移設個体
•ニホンイシガメ
•谷津環境の生物

調査項目

大気質
•窒素酸化物、浮遊粒子状物質
•気象等

騒音 •航空機騒音

水質
•化学的酸素要求量（COD）
•生物化学的酸素要求量（BOD）

人と自然との触れ
合いの活動の場

•利用状況、利用環境の状況

※水文環境、動物、植物、生態系の事後調査は、
供用後は順次環境監視調査に移行して継続

事
後
調
査

環
境
監
視
調
査

手続において
報告書として
取りまとめます

NAA
ホームページ
等で公表します
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その他
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環境影響評価手続の流れ

計画段階環境配慮書

現地調査・予測・評価の実施
環境保全措置の検討

環境影響評価書

2016年6月公表

2017年1月公表環境影響評価方法書

環境影響評価準備書 2018年4月公表
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縦覧場所、意見書の提出先

成田国際空港株式会社の機能強化ホームページ https://www.narita-kinoukyouka.jp/

受付期間 2018年4月27日（金）～6月11日（月）

提出方法
提出先

ＦＡＸ 0476-30-1561

メールフォーム
成田国際空港株式会社の
機能強化ホームページ内のメールフォームより

郵送

〒282-8601
千葉県成田国際空港内（成田市古込字古込1-1）

成田国際空港株式会社
地域共生部エコ・エアポート推進グループ 宛

所定様式の入手方法
• 縦覧場所に設置
• 成田国際空港株式会社の

機能強化ホームページからダウンロード

意見書の提出

準備書の縦覧場所 ＮＡＡ本社ビル、市役所・町役場の窓口等
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